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空
模
様
を
気
に
し
な
が
ら
の

植
林
も
昼
過
ぎ
に
は
終
わ
り
、
一

時
に
は
山
を
降
り
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
心
残
り
は
地
ご

し
ら
え
を
体
験
し
て
い
た
だ
け

な
か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は
結
構
面

白
い
作
業
で
す
。
例
え
て
言
う
な

ら
ゴ
ジ
ラ
が
食
べ
る
海
苔
巻
を
何

人
か
で
力
を
合
わ
せ
て
作
る
よ
う

な
も
の
で
、
刈
っ
た
潅
木
を
く
る

く
る
巻
き
な
が
ら
斜
面
を
転
が
し

落
し
、
縞
に
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
と

そ
の
大
海
苔
巻
に
巻
き
込
ま
れ

て
、
そ
の
ま
ま
干
瓢
に
な
っ
て
転

が
り
落
ち
た
り
す
る
か
ら
さ
あ
大

変
で
す
。

　
伊
那
市
、
上
伊
那
郡
周
辺
で
植

林
の
実
践
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
山
林
が
ほ
と
ん
ど
見
当

た
ら
な
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
十

数
年
前
に
山
火
事
に
な
り
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
た
、
伊
那
市
下

殿
島
区
の
区
有
林
一
町
六
反
を
森

林
塾
の
演
習
林
と
し
て
お
借
り

し
、
植
林
地
の
確
保
が
で
き
た
の

で
し
た
。

　
そ
う
は
い
っ
て
も
十
数
年
の
間

に
は
エ
ゴ
ノ
キ
や
ク
ロ
モ
ジ
、
ク

リ
、
シ
ラ
カ
バ
、
リ
ョ
ウ
ブ
も
背

丈
の
倍
以
上
に
は
伸
び
、
日
当
た

り
の
良
い
南
斜
面
に
は
ク
マ
イ
チ

ゴ
や
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
厄

介
も
の
、
そ
れ
ら
に
び
っ
し
り
覆

わ
れ
、
中
を
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら

な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
を
綺
麗
な
坊

主
頭
に
す
る
こ
と
は
並
大
抵
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
ま
け
に

地
面
に
は
焼
け
て
倒
れ
た
一
抱
え

以
上
の
ア
カ
マ
ツ
も
折
り
重
な
っ

て
い
ま
し
た
し
、
間
に
連
休
を
は

さ
み
、
間
に
合
う
の
だ
ろ
う
か
と

一
時
は
心
配
で
し
た
。

　
島
﨑
先
生
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
今
年
は
何
と
か
三
反
歩
ほ
ど
地

ご
し
ら
え
が
で
き
て
一
安
心
。
皆

さ
ん
に
も
、
下
草
刈
り
の
時
に
で

も
地
ご
し
ら
え
の
一
端
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
か
と
も
考
え
て
い
ま

す
。

　
や
は
り
人
数
が
い
る
と
目
に
見

え
て
作
業
が
進
み
、
子
苗
が
斜
面

に
並
ん
で
い
く
か
ら
気
持
ち
が
良

い
。
保
科
先
生
に
言
わ
せ
れ
ば
八

百
本
は
四
、
五
人
分
の

仕
事
で
す
が
、
途
中
大

休
止
も
交
え
な
が
ら
二

時
間
半
ほ
ど
で
植
え
終

わ
り
ま
し
た
。
あ
ご
を
だ
し
気
味

の
方
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
と
ま

れ
、
第
一
回
目
の
、
慣
れ
な
い
山

仕
事
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
森
林
塾
参
加
者
は
今
年
も
個
性

派
揃
い
。
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

交
流
会
の
報
告
は
後
日
に
回
す
と

し
て
、
さ
て
翌
日
は
樹
木
分
類
。

イ
ン
ト
ラ
の
じ
ょ
ん
の
び
藤
原
も

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
名
前
を
覚

え
て
、
性
質
を
覚
え
て
、
相
手
を

知
る
。
不
要
樹
種
と
し
て
切
っ
て

し
ま
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

は
山
仕
事
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て

通
年
コ
ー
ス
第
一

通
年
コ
ー
ス
第
一

通
年
コ
ー
ス
第
一

通
年
コ
ー
ス
第
一

通
年
コ
ー
ス
第
一
・・・・・
二
回
報
告

二
回
報
告

二
回
報
告

二
回
報
告

二
回
報
告
『
植
林

『
植
林

『
植
林

『
植
林

『
植
林
・・・・・
樹
木
分
類
』

樹
木
分
類
』

樹
木
分
類
』

樹
木
分
類
』

樹
木
分
類
』

『
地
拵
え
二
十
日
、

『
地
拵
え
二
十
日
、

『
地
拵
え
二
十
日
、

『
地
拵
え
二
十
日
、

『
地
拵
え
二
十
日
、
植
林
半
日
』

植
林
半
日
』

植
林
半
日
』

植
林
半
日
』

植
林
半
日
』

昼近くになり、さてもう一息です

左側のようなジャングルを刈って地拵えしました

今年も宜しくお願いします

傾斜は２０°～２５°、比較的植え易い場所でした

植林完了。８００本の苗が並んでいます
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は
礼
儀
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

樹
種
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
森
林
の

調
査
に
も
不
便
を
き
た
す
。
で
き

れ
ば
近
場
に
あ
る
有
用
樹
種
と
い

わ
れ
る
二
、
三
十
種
は
最
低
限
分

か
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で

す
。

　
覚
え
方
に
も
色
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。
葉
っ
ぱ
な
ど
が
食
べ
ら

れ
る
も
の
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
。
鎌
の
柄
な
ど
に
使
え
る
木
。

自
分
と
の
関
わ
り
で
覚
え
ら
れ
れ

ば
手
っ
取
り
早
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
検
索
図
鑑
に
も
そ
れ
ぞ

れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
使
い
や

す
い
図
鑑
を
見
つ
け
る
の
も
早
く

覚
え
る
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

通
年
コ
ー
ス

通
年
コ
ー
ス

通
年
コ
ー
ス

通
年
コ
ー
ス

通
年
コ
ー
ス

第
一
回
　
植
林

第
一
回
　
植
林

第
一
回
　
植
林

第
一
回
　
植
林

第
一
回
　
植
林

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
55555
月月月月月
1010101010
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。

　
朝
か
ら
の
雨
も
一
時
止
み
何
と

か
植
林
く
ら
い
は
で
き
そ
う

だ
。
さ
あ
、
今
年
も
通
年
コ
ー

ス
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し

た
99999
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
分
乗
し
て
伊
那
市

西
春
近
の
真
向
沢
地
籍
に
あ

る
下
殿
島
区
有
林
へ
。
作
業

道
は
乗
用
車
で
は
入
れ
ず
、

車
を
降
り
て
十
分
ほ
ど
の
歩

き
1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
保
科
先
生
の
植
栽

方
法
の
説
明
。
体
操
。
作
業
開

始
。
下
か
ら
上
に
。

1212121212
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
途
中
休
憩
を
は
さ

み
ほ
ぼ
植
え
終
え
た
。
天
気

が
心
配
な
の
で
小
屋
に
戻
り

お
弁
当
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

帰
り
の
尾
根
沿
い
の
あ
た
り

で
島
﨑
先
生
の
樹
木
分
類
が

始
る

11111
時時時時時
　
一
束
の
残
り
が
発
見
さ

れ
、
と
っ
つ
き
に
植
え
、
分

乗
、
小
屋
に
戻
る

11111
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
恒
例
の
豚
汁
が
、
椎

原
、
石
原
の
は
ら
は
ら
ペ
ア

に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
た
。

す
き
っ
腹
に
美
味
。
こ
の
頃

ま
た
雨
が
降
り
始
め
る

22222
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
参
加
者
の
自
己
紹

介
開
始
。
Ｐ
Ｒ
合
戦
の
様
相

を
呈
し
て
き
た

44444
時時時時時
　
ミ
ズ
ホ
鋼
機
の
荒
井
部
長

さ
ん
登
場
。
ナ
タ
、
ノ
コ
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
説
明
。
や

は
り
こ
の
三
点
は
自
分
の
も

の
を
用
意
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
本
日
終
了

55555
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
交
流
開
始
。

99999
時時時時時
3030303030
分
頃
分
頃
分
頃
分
頃
分
頃
　
一
応
終
了
。
解

散
。
し
か
し
こ
の
後
宴
は

延
々
何
時
間
か
続
い
た
ら
し

い
。
大
丈
夫
？

第
二
回
　
樹
木
分
類

第
二
回
　
樹
木
分
類

第
二
回
　
樹
木
分
類

第
二
回
　
樹
木
分
類

第
二
回
　
樹
木
分
類

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
55555
月月月月月
1111111111
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
の
あ
い
さ

つ
と
本
日
の
予
定
説
明
。
夜

来
の
風
雨
は
相
当
激
し
か
っ

た
が
今
そ
の
心
配
は
ほ
と
ん

ど
去
り
、
午
後
は
信
州
大
学

の
西
駒
演
習
林
の
入
り
口
く

ら
い
ま
で
は
歩
け
そ
う
だ
。

じ
ょ
ん
の
び
藤
原
の
検
索
分

類
入
門
。
今
年
の
塾
生
は
簡

単
に
は
引
っ
か
か
り
そ
う
も

な
い

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分
　
小
屋
西
で
四
班
に

分
か
れ
て
分
類
の

実
習
。
い
い
線

い
っ
て
ま
す

1111111111
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
小
屋

に
戻
り
坂
野
に
よ

る
植
物
標
本
の
作

り
方
。
ン
？
声
が

変
!!

1212121212
時時時時時
　
車
に
分
乗

し
て
桂
木
場
登
山

口
の
駐
車
場
へ
。

こ
こ
で
お
昼
。
下

平
さ
ん
天
然
の
エ

ノ
キ
ダ
ケ
発
見
。

通
で
す
な
。
こ
の

辺
り
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
が
満
開
で
里
と

比
べ
て
約
一
ヶ
月
遅
れ
。
で

も
去
年
よ
り
は
随
分
早
い

1212121212
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
出
発
。
歩
き
な
が
ら

島
﨑
先
生
の
樹
木
分
類
の
話

を
聞
く
。
腹
八
分
目
に
抑
え

て
お
か
な
い
と
と
て
も
入
り

き
ら
な
い
ね
。
標
高
千
四
百

㍍
を
少
し
超
え
た
檜
小
屋
で

休
憩
。
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
絨
毯

満
開
。
食
べ
て
は
い
け
な
い

ト
リ
カ
ブ
ト
、
コ
バ
イ
ケ
イ

ソ
ウ
、
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
。
こ
こ

で
折
り
返
す
。
帰
り
道
、
桃
澤

さ
ん
と
イ
ン
ト
ラ
後
藤
、
ミ

ズ
ナ
を
お
土
産
に
。
抜
か
り

な
い

44444
時時時時時
　
小
屋
に
戻
り
あ
い
さ
つ
、

解
散
。
気
を
つ
け
て
お
帰
り

く
だ
さ
い

参
加
者
／
井
上
さ
ん
、
江
尻
さ

ん
、
尾
形
さ
ん
、
長
部
さ
ん
、

梶
原
さ
ん
、
北
澤
さ
ん
、
鬼
頭

さ
ん
、
木
村
さ
ん
、
黒
岩
さ

ん
、
小
泉
さ
ん
、
小
山
さ
ん
、

斉
藤
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
下
平

さ
ん
、
館
野
さ
ん
、
坪
内
さ

ん
、
成
田
さ
ん
夫
妻
、
長
谷
川

さ
ん
、
塙
さ
ん
、
渕
上
さ
ん
、

松
田
さ
ん
、
宮
沢
さ
ん
、
山
下

さ
ん
、
山
田
さ
ん
、
和
辻
さ

ん
、
風
見
さ
ん
、
栗
林
さ
ん
、

長
坂
さ
ん
、
桃
澤
さ
ん
、
山
浦

さ
ん
、
池
田
さ
ん
、
岡
田
さ

ん
、
塩
田
さ
ん
、
芳
賀
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
石
原
、
大
野
、
川
島
、

後
藤
、
椎
原
、
中
村
、
平
林
、

藤
原
、
坂
野
、
早
川

　（
い
ず
れ
も
一
日
or
二
日
間
）

トンガはキーボードより扱い難い？

昨年にひきつづき今年も参加してくれました

準備体操は怠りなく

保科先生お得意のポーズで「早くおいでよ」



森　林　塾　通　信平成１ 4 年度(2002)第 2 号 5 月 17 日(3 )

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
三
回
　
測
樹

第
三
回
　
測
樹

第
三
回
　
測
樹

第
三
回
　
測
樹

第
三
回
　
測
樹

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
55555
月月月月月
2525252525
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
森
林
調
査
の
一
環
で
す
。
ど
ん

な
木
が
ど
れ
く
ら
い
い
あ
る
か
。

種
類
、
年
齢
、
高
さ
、
太
さ
、
材

積
（
幹
だ
け
の
体
積
）
を
実
際
に

測
っ
て
（
調
べ
て
）
み
ま
し
ょ
う
。

伊
那
市
ま
す
み
が
丘
平
地
林
の
一

角
で
調
べ
る
予
定
で
す
。
88888
時時時時時
3030303030

分分分分分
　
島
﨑
先
生
に
の
山
小
屋
に
集

合
。
お
弁
当
と
雨
具
。
筆
記
用
具

と
電
卓
も
忘
れ
ず
に
。
測
樹
は
ス

タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す

第
四
回

第
四
回

第
四
回

第
四
回

第
四
回

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、
林
木
評
価

林
木
評
価

林
木
評
価

林
木
評
価

林
木
評
価

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
66666
月月月月月
88888
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
測
樹
で
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に
、
さ

て
こ
の
山
林
を
ど
の
よ
う
に
手
入

れ
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
の

か
。
お
施
主
さ
ん
の
要
望
も
踏
ま

え
、
施
業
の
方
針
を
提
案
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
施
業
の

結
果
出
て
く
る
材
を
売
っ
た
場
合

ど
の
く
ら
い
の
収
入
に
な
る
の

か
。
あ
る
い
は
そ
の
林
全
体
で
の

木
の
価
値
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

の
か
。
そ
れ
く
ら
い
の
と
こ
ろ
ま

で
は
踏
み
込
ん
で
み
る
予
定
で

す
。
担
当
は
島
﨑
先
生
。

　
集
合
8
時
30
分
に
島
﨑
先
生
の

小
屋
。
お
弁
当
、
電
卓

第
五
回
　
伐
木
造
材

第
五
回
　
伐
木
造
材

第
五
回
　
伐
木
造
材

第
五
回
　
伐
木
造
材

第
五
回
　
伐
木
造
材

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
66666
月月月月月
2121212121
日日日日日(( (((

金金金金金)) )))

　
い
よ
い
よ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
て
の
伐
倒
、
玉
切
り
で
す
。

ま
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
方
法
の
説

明
も
あ
り
ま
す
。
場
所
は
未
定
。

担
当
は
保
科
先
生
で
す
。

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

第
六
回
　
下
草
刈
り

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
66666
月月月月月
2222222222
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
植
栽
木
が
、
他
の
潅
木
や
草
に

覆
わ
れ
な
い
よ
う
に
周
り
を
刈
っ

て
あ
げ
ま
す
。
今
年
の
植
林
地
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た

地
拵
え
も
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

担
当
は
保
科
先
生

里より１ヶ月ほど遅い。クロモジの花

檜小屋手前の丸木橋。半腐りでそろそろ寿命

身近な２００種ほどを覚えればまず合格

後藤チームの検索風景。チームワークは如何に？

さて何枚？　何種類？　どれが１枚？
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「
Ｂ
コ
ー
ス
」
の
と
き
は
首
都
高

で
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
途
中
、
双
葉
で

朝
食
を
と
る
余
裕
で
、
八
時
に
研

修
所
に
参
加
者
の
う
ち
一
番
に

到
着
。
私
に
と
っ
て
は
懐
か
し

い
！
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ま
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
三
日
間
で
は
、
と
て
も
新
た
に

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
間
伐
で
は
木
の
重
心

な
ん
て
ろ
く
に
考
え
ず
、
た
だ
倒

し
た
い
方
向
に
ロ
ー
プ
を
か
け

て
伐
採
し
て
い
ま
し
た
が
、
径
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
重
心
の

見
極
め
が
と
て
も
大
切
に
な
る

こ
と
。
そ
し
て
、
必
ず
つ
る
を
残

す
こ
と
（
↓
受
け
口
と
追
い
口
を

切
り
過
ぎ
て
つ
る
の
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
）
。
そ
し
て
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
持
ち
方
（
↓
注

意
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
力
が

入
り
、
結
果
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が

地
面
に
水
平
に
入
ら
な
い
の
で

す
）
等
々
…
。

　
で
も
、
初
め
て
チ
ル
ホ
ー
ル
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、「
な
ん
か

プ
ロ
っ
ぽ
い
な
」
と
単
純
で
す
が

感
激
。
三
日
間
、
十
一
人
で
、
二

〇
〇
本
近
く
を
伐
採
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？
　
将
来
、
伊
那
市
の

公
園
予
定
地
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
み
る
み
る
林
内
が
明
る
く

な
り
、
こ
ん
な
に
切
っ
て
も
い
い

の
？
と
い
う
ぐ
ら
い
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
島
﨑
先
生
の
森

を
守
る
こ
と
に
命
を
か
け
て
お
ら

れ
る
お
話
や
、
若
か
り
し
こ
ろ
結

婚
に
至
る
ま
で
の
秘
話
ま
で
も
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
も
と

て
も
感
激
し
ま
し
た
。

　
ま
た
Ａ
コ
ー
ス
三
年
生
、
四
年

生
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
お
会
い

で
き
た
の
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　
昨
年
七
月
、
私
の
勤
務
す
る
生

長
の
家
で
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
」
を
、
宗
教
界
で
は
世

界
で
お
そ
ら
く
初
め
て
取
得
。

「
天
地
一
切
の
生
命
を
礼
拝
す
る
」

と
い
う
環
境
方
針
の
も
と
で
、
省

エ
ネ
、
省
資
源
は
も
ち
ろ
ん
、
環

境
に
プ
ラ
ス
と
な
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
八
月
、
富
士
河
口
湖
近
く

で
、
そ
の
会
員
の
中
高
生
二
十
人

を
対
象
に
、
下
草
刈
り
や
伏
せ
焼

き
を
実
施
。
ま
た
桧
原
村
で
大
学

生
一
二
〇
人
に
よ
る
下
草
刈
り
を

計
画
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
台

風
二
十
一
号
の
直
撃
を
受
け
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
私
が
森
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

学
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
所
有
者
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

森
づ
く
り
は
〝
生
き
て
い
る
地
球

〞
を
守
っ
て
ゆ
く
た
め
の
大
切
な

行
動
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
深
め

て
、
職
場
や
友
人
な
ど
多
く
の
人

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
専
門
コ
ー
ス
」
で
は
、
さ
ら
に
今

さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
仕
事
を
離
れ
て
、
東

京
・
西
多
摩
方
面
で
森
づ
く
り
の

講
座
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
参

加
。
い
わ
ゆ
る
〝
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
〞
と
し
て
活
動
す
る
よ
う

に
な
り
、
昨
年
初
め
、
樹
恩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
に

参
加
し
て
か
ら
、
そ
の
卒
業
生
十

五
〜
二
十
人
の
仲
間
と
活
動
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
探
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
今
年
三
月
、
森
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の
「
森
づ
く
り

実
践
講
座
」
に
参
加
す
る
と
、
森

林
塾
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
〝
山

仕
事
師
〞
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
後
藤
さ
ん
、
川
島
さ
ん
に
お
会

い
し
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
を
見
た
と
き
、
は
じ

め
は
「
東
京
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
寝
返
っ
た
の
か
?!
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
お

二
人
は
広
葉
樹
の
施
業
を
学
び
に

き
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
と
き
、

今
回
の
「
専
門
コ
ー
ス
」
を
ご
紹

介
し
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
も
な
に

か
の
ご
縁
と
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
四
月
十
八
日
、

四
時
半
に
埼
玉
の

自
宅
を
出
発
し
て

伊
那
ま
で
二
七
〇

㌔
の
道
の
り
を
飛

ば
し
ま
し
た
。

お
話
し
し
ま
す
。

【
出
張
先
で
見
る
山
林
の
惨
状
】

　
仕
事
柄
全
国
各
地
に
出
張
へ
出

掛
け
る
と
沿
線
各
地
で
暗
く
鬱
蒼

と
し
た
山
林
、
疲
弊
し
、
痛
々
し

く
崩
れ
て
い
る
山
肌
が
至
る
所
で

見
受
け
ら
れ
る
。

　
悲
し
い
想
い
が
去
来
す
る
。
そ

れ
を
見
る
度
に
沸
々
と
何
か
が
胸

に
湧
き
出
る
…
。

日
本
に
は
豊
か
な
“
森
林
”
が
身

近
に
有
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
蔑
ろ

に
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
実
が
あ
る
…
。

【
鈴
鹿
山
系
で
愛
犬
と
の
散
歩
】

山造りへ繋いだ糸山造りへ繋いだ糸山造りへ繋いだ糸山造りへ繋いだ糸山造りへ繋いだ糸
　　　　　　鬼頭　志朗　　　　　　鬼頭　志朗　　　　　　鬼頭　志朗　　　　　　鬼頭　志朗　　　　　　鬼頭　志朗

　
三
年
前
の
九
十
九
年
秋
、「
Ｂ

コ
ー
ス
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
宗
教
法
人
の
記
者
と
し
て
、
環

境
問
題
を
取
材
し
て
会
員
向
け
情

報
紙
に
紹
介
し
て
い
た
私
は
、

「
今
度
の
テ
ー
マ
は
森
だ
！
」
と

思
い
立
ち
、
そ
の
年
の
十
月
、
東

京
都
桧
原
村
の
田
中
惣
次
さ
ん
の

森
で
間
伐
を
体
験
。
そ
の
後
、
浜

田
久
美
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
、

早
速
、「
Ｂ
コ
ー
ス
」
に
参
加
、
わ

ず
か
三
日
間
で
し
た
が
、
島
﨑
先

生
、
保
科
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

テーマは森テーマは森テーマは森テーマは森テーマは森
　　　　　          　　吉柴　康雄　　吉柴　康雄　　吉柴　康雄　　吉柴　康雄　　吉柴　康雄

 

森
林
塾
通
信
を
ご
覧
の
皆
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
、
今
回
リ
レ
ー
通

信
の
バ
ト
ン
を
受
け
ま
し
た
鬼
頭

で
す
。
三
重
県
四
日
市
市
か
ら
の

投
稿
で
す
。
拙
い
内
容
で
読
み
辛

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く

お
付
き
合
い
を
願
い
ま
す
。

　
私
と
山
造
り
と
を
繋
い
だ
不
思

議
な
、
そ
れ
で
い
て
必
然
的
だ
っ

た
今
日
ま
で
の
こ
と
に
つ
い
て
、

年
の
夏
と
秋
の
二
回
六
日
間
お
世

話
に
な
り
ま
す
。

　
東
京
で
は
、
特
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
主
体
と
し
た
森
づ
く
り
の

活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
私

も
、「
将
来
ど
う
し
た
い
」
と
い
う

考
え
も
な
く
、
た
だ
勢
い
で
参
加

し
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、
今
後
、素

人
と
し
て
は
、
相
当
な
レ
ベ
ル
ま

で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
技
術
を
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
し
ま
う
以
上
、

そ
し
て
誇
り
高
き
！
「
専
門
コ
ー

ス
」
の
第
一
期
生
と
な
っ
た
以

上
、「
こ
う
な
っ
た
ら
東
京
の
山

で
や
る
っ
き
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
！
」
と
い
う
意
気
込
み
で
、
研

修
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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五十歳新たなスタート五十歳新たなスタート五十歳新たなスタート五十歳新たなスタート五十歳新たなスタート
　　　小泉　辰也　　　小泉　辰也　　　小泉　辰也　　　小泉　辰也　　　小泉　辰也

た
。
そ
ん
な
経
過
も
あ
り
、
実
践

技
能
は
全
く
有
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
は
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
新
設

の「
専
門
コ
ー
ス
」と「
通
年
コ
ー

ス
」
両
方
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ

幸
い
に
、
両
方
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
四
月
に
三
日
間
の
専
門

コ
ー
ス
を
受
講
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
早
速
に
早
川
さ
ん
か
ら
「
リ

レ
ー
通
信
」
へ
の
投
稿
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
筆
不
精
で
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
が
、
自
己
紹
介
を
中
心
に

今
年
五
十
歳
を
契
機
に
新
た
に
森

林
関
係
の
仕
事
に
転
職
す
る
思
い

等
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
偶
然
な
の
で
す
が
、
昨
年
度
の

「
森
林
塾
通
信
」
第
十
七
号
（
三
月

八
日
）
の
「
リ
レ
ー
通
信
」
に
登

場
し
た
「
平
林
　
和
彦
さ
ん
」
と

同
じ
会
社
に
い
ま
し
た
（
別
事
業

部
で
す
）、
さ
ら
に
同
じ
く
「
選
択

定
年
制
度
」
を
活
用
し
、
こ
の
五

　
こ
れ
ま
で
、
休
日
に
な
る
と
我

が
家
の
愛
犬
（
も
も
＆
ジ
ョ
ン
）

と
い
つ
も
鈴
鹿
の
山
麓
へ
遊
び
に

行
き
、
ユ
ッ
ク
リ
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
日
課
に
な
っ
て
い

た
。
山
に
入
る
と
時
間
が
尽
き
る

こ
と
が
な
い
程
、
い
ろ
ん
な
発
見

が
あ
り
、
百
あ
れ
ば
百
通
り
の
森

林
の
多
様
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
、
そ
こ
に
は
、
無
駄
な

も
の
は
何
も
な
い
！

　
一
歩
、
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た

ん
に
静
寂
が
辺
り
を
包
み
、
聞
こ

え
て
く
る
の
は
鳥
の
さ
え
ず
り
と

微
か
に
そ
よ
ぐ
木
の
葉
の
囁
き
、

ど
こ
か
ら
か
清
水
の
流
れ
る
音
、

そ
こ
は
別
世
界
…
。

　
日
頃
の
喧
騒
と
慌
し
い
生
活
が

嘘
の
よ
う
な
、
我
に
か
え
る
こ
の

上
な
い
至
福
の
時
間
　
あ
ー
気
持

ち
い
い
〜
！

【
島
﨑
先
生
と
の
出
逢
い
】

　
数
年
前
、
新
聞
の
隅
っ
こ
に

「
山
を
守
る
人
」
と
言
う
様
な
写

真
記
事
に
眼
が
留
ま
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
老
い
て
も
な
お
山
造
り
の

仕
事
と
後
継
者
育
成
を
し
て
い
る

と
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。

　
そ
れ
か
ら
二
年
間
ほ
ど
、
そ
の

記
事
が
頭
の
隅
に
チ
ラ
チ
ラ
気
に

な
り
な
が
ら
、
日
々
の
仕
事
に
追

わ
れ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
昨
年

の
春
に
四
日
市
の
図
書
館
で
、

「
山
造
り
承
り
ま
す
」
と
い
う
本

が
眼
に
入
り
、
手
に
取
り
パ
ラ
パ

ラ
と
見
た
と
こ
ろ
、
何
か
心
に
感

じ
入
る
も
の
が
あ
り
、
早
速
、
本

を
借
り
て
通
勤
電
車
の
行
き
帰
り

に
読
ん
だ
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
時

の
新
聞
の
人
が
そ
こ
に
居
る
で
は

な
い
か
！
　
更
に
読
む
程
に
自
分

の
思
い
の
た
け
と
共
感
す
る
こ
と

し
き
り
で
し
た
。

　
ナ
ン
ト
、
無
謀
に
も
島
﨑
先
生

宅
に
電
話
を
架
け
て
話
し
を
し
た

ら
…
　
ピ
ッ
タ
リ
と
会
話
が
ハ

マ
ッ
て
、
ま
す
ま
す
親
近
感
が
湧

き
、
そ
の
年
の
森
林
塾
Ｂ
（
秋
）

コ
ー
ス
へ
と
、
た
め
ら
い
も
な
く

行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

【
文
化
の
伝
承
】

　
こ
れ
ま
で
私
は
、
柳
田

国
男
氏
や
谷
川
健
一
氏
の

民
俗
学
著
書
か
ら
民
俗
文

化
・
地
名
の
由
来
・
文
化

の
継
承
な
ど
を
学
び
、
後

世
に
伝
え
る
べ
き
日
本
民

俗
文
化
を
如
何
に
橋
渡
し

し
て
い
く
の
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。(

大
袈
裟

〜
笑)

　
そ
の
答
え
が
「
山
造

り
」
だ
っ
た
。『
そ
う
だ
！
山
の
仕

事
を
通
じ
て
、
祖
先
以
来
の
知
恵

の
集
積
文
化
を
伝
承
し
よ
う
。
そ

し
て
、
山
に
元
気
を
取
り
戻
そ

う
！
』
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
立

ち
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

【
新
し
い
仲
間
つ
く
り
】

　
こ
の
森
林
塾
に
参
加
し
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
毎
週
ど
こ
か
の
山

に
入
っ
て
は
山
仕
事
三
昧
で
す
。

地
元
三
重
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
森
林
づ
く
り
三
重
」
の

一
員
と
し
て
山
仕
事
を
し
た
り
、

い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
の
会
や
行

政
・
森
林
組
合
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な

ど
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
つ
く
り
も
し
て
ま
す
。

た
だ
正
直
な
と
こ
ろ
“
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
”
と
い
う
言
葉
に
は
、
些

か
抵
抗
感
が
あ
り
ま
す
。
私
の
場

合
は
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
く
っ

て
、「
山
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
良
い
！
」
の
一
念
だ
か
ら
で

す
。

　
三
重
県
下
や
他
府
県
で
、
い

ま
、
ご
自
分
が
参
加
し
て
い
る
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
物
足
ら

な
さ
を
感
じ
て
い
る
皆
さ
ん
！
現

在
私
は
、
も
す
こ
し
力
と
技
を
使

う
活
動
を
目
指
し
た
「
山
造
り
グ

ル
ー
プ
」
を
創
る
準
備
を
し
て
い

ま
す
！
　
我
こ
そ
は
と
思
う
人
、

こ
の
指
ト
マ
レ
！
　
老
若
男
女
・

犬
猫
ウ
サ
ギ
？
？
　
ど
な
た
で
も

問
い
ま
せ
ん
。『
夢
を
抱
く
山
守
』

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
し
て
私
が
、
今
一
番
楽
し

く
、
力
を
入
れ
て
参
加
し
て
い
る

フ
ィ
ー
ル
ド
を
こ
こ
で
、
チ
ョ
ッ

ト
だ
け
紹
介
し
ち
ゃ
い
ま
す
。
そ

れ
は
『
足
助
き
こ
り
塾
』
で
す
。

『
足
助
唯
一
の
林
業
家
と
森
林
塾

卒
業
生
有
志
と
仲
間
た
ち
で
創
る

未
来
派
山
造
り
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
山
と
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

プ
ロ
の
林
業
家
、
人
呼
ん
で
“

ス
ー
さ
ん
”
の
元
で
、
生
の
林
業

体
験
、林
業
技
術
・
育
林
指
導
、伐

木
材
の
利
用
か
ら
、
は
た
ま
た
ビ

オ
ト
ー
プ
再
生
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

森
つ
く
り
な
ど
な
ど
、
様
々
な
事

柄
を
私
た
ち
と
共
に
『
二
十
一
世

紀
の
森
ト
ピ
ア
』
を
目
指
し
て
、

月
に
一
回
、
足
助
の
山
奥
に
集

い
、
山
造
り
を
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
い
ま
す
。

○
「
日
本
の
山
が
危
う
い
！
」
と

山
や
林
業
の
明
日
を
憂
え
る
人

○
自
然
的
生
活
を
渇
望
す
る
人

○
と
に
か
く
山
や
自
然
が
大
好
き

な
人
た
ち
　
な
ど
な
ど
…

　『
足
助
の
森
に
集
合
で
す
！
』

未
だ
、
一
部
工
事
中
で
す
が
、
Ｈ

Ｐ
で
掲
示
板
が
利
用
で
き
ま
す
。

一
度
ご
覧
下
さ
い
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

http://page.freett.com/
asukekikori/index.html

　
で

す
。

　
以
上
に
挙
げ
た
各
会
へ
の
参
加

や
ご
質
問
は
、
左
記
の
問
い
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

「
森
林
塾
卒
業
生
」
大
歓
迎
！

　
又
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
塾
で
学

ん
だ
が
、
活
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

が
な
い
と
諦
め
て
い
た
方
や
、
更

に
奥
深
い
山
造
り
を
追
求
し
た
い

方
も
、
ど
し
ど
し
「
参
加
」
或
い

は
「
お
問
い
合
わ
せ
」
下
さ
い
。

【 

問
い
合
せ 

】

連
絡
先
　
鬼
頭
志
朗

〒512-0933

　
三
重
県
四
日
市
市
三
滝
台

2-23-15
mail
shiro.kito@nifty.com

携
帯(J-Phone)

　
　090-1787-1620

【
通
年
コ
ー
ス
第
一
回
目
を
終
え

て
】

 

今
年
の
五
月
十
九
日
に
満
五
十

歳
に
な
る
小
泉
　
辰
也
と
申
し
ま

す
。
今
年
や
っ
と
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
軸

塾
に
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
一
昨
年
集
中
（
Ｂ
）
コ
ー

ス
に
申
し
込
ん
だ
の
で
す
が
、
急

用
で
不
参
加
、
昨
年
は
、
通
年

コ
ー
ス
に
抽
選
漏
れ
で
無
念
の
不

参
加
、
代
わ
り
に
長
野
県
の
「
信

州
き
こ
り
講
座
」
を
受
講
し
ま
し

　
保
科
・
島
﨑
両
先
生
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
、
ご
一
緒
し

た
塾
生
の
皆
さ
ん
、
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
発
見
ポ
イ
ン
ト
は
『
次
の
仕

事
が
楽
に
出
来
る
よ
う
、
今
の
作

業
を
能
率
的
に
ど
う
こ
な
す
か
を

考
え
る
』
で
し
た
。

　
今
年
は
、
更
に
林
業
の
極
み
を

追
究
す
べ
く
、
実
践
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　

　

(^ ^ ¥(^ ^ ¥(^ ^ ¥(^ ^ ¥(^ ^ ¥
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◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　「
雪
ど
け
の
　
　
中
に
し
だ
た

る
　
柳
か
な
」

「
木
天
蓼
や
　
　
花
ち
る
岩
の
　

　
た
ま
り
水
」

　「
我
宿
の
　
　
淋
し
さ
お
も
へ

　
　
桐
一
葉
」

 

鱗
を
枝
状
に
し
た
よ
う
な
葉
の

針
葉
樹
で
、
葉
の
裏
に
、
白
い
Ｙ

字
が
あ
る
の
が
ヒ
ノ
キ
、
か
わ
い

い
白
い
蝶
型
が
あ
る
の
が
サ
ワ

ラ
、
純
白
の
米
を
封
入
し
た
よ
う

な
ア
ス
ナ
ロ
。
カ
ッ
パ
の
足
跡
を

丸
く
し
た
よ
う
な
ダ
ン
コ
ウ
バ

イ
。
葉
を
筏
に
、
花
を
乗
せ
た
ハ

ナ
イ
カ
ダ
。
ク
ル
ミ
が
採
れ
る
オ

ニ
グ
ル
ミ
。
将
棋
盤
に
は
カ
ヤ
の

板
。
ク
ロ
モ
ジ
の
枝
を
削
っ
て
和

菓
子
に
抹
茶
。
奥
女
中
の
香
り
の

花
の
コ
ア
ジ
サ
イ
。
風
に
そ
よ
そ

よ
ソ
ヨ
ゴ
が
そ
よ
ぐ
。

 

カ
ラ
マ
ツ
の
、
ホ
ウ
ノ
キ
の
、
カ

ツ
ラ
の
新
緑
の
葉
の
色
が
好
き
。

マ
ン
サ
ク
の
、
コ
ブ
シ
の
、
ツ
ク

バ
ネ
ウ
ツ
ギ
の
花
が
好
き
。
シ
ラ

カ
バ
の
、
リ
ョ
ウ
ブ
の
、
ブ
ナ
の

樹
肌
が
好
き
。
ケ
ヤ
キ
の
、
ト
チ

ノ
キ
の
、
ス
ギ
の
樹
形
が
好
き
。

実
を
食
べ
る
な
ら
、
イ
チ
イ
や
ミ

ツ
バ
ア
ケ
ビ
や
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
が

い
い
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
、
ア
ブ
ラ

チ
ャ
ン
の
、
ハ
ル
ニ
レ
の
果
実
の

形
が
好
き
。
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
の
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
色

づ
い
た
葉
が
好
き
。
マ
ユ
ミ
の
、

コ
ナ
ラ
の
、
マ
ツ
ブ
サ
の
種
が
好

き
。
コ
ゴ
メ
ヤ
ナ
ギ
の
、
イ
ヌ
シ

デ
の
、
エ
ゴ
ノ
キ
の
冬
芽
が
好

き
。

　
マ
イ
公
園
は
小
布
施
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
と
新
宿
御
苑
。
マ
イ

植
物
園
は
小
石
川
植
物
園
と
東
山

植
物
園
と
雪
国
植
物
園
。
マ
イ
街

路
樹
は
善
光
寺
参
道
。
写
真
と
樹

木
標
本
で
マ
イ
図
鑑
を
作
っ
て
、

今
ま
で
名
を
知
ら
な
か
っ
た
樹
々

た
ち
に
あ
い
さ
つ
が
て
ら
森
へ
い

こ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　[

マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
専
門
コ
ー
ス
に
続
い
て
い
よ
い

よ
通
年
コ
ー
ス
も
始
ま
り
ま
し

た
。
植
林
、
樹
木
分
類
の
時
は
天

気
が
今
ひ
と
つ
で
、
こ
れ
が
伊
那

谷
の
春
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
感
じ

て
い
た
だ
け
ず
に
残
念
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
山
に
入
っ
て
本

当
に
気
持
ち
の
良
い
季
節
で
す
。

　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◆
山
小
屋
使
用
の
お
願
い
◆

◆
山
小
屋
使
用
の
お
願
い
◆

◆
山
小
屋
使
用
の
お
願
い
◆

◆
山
小
屋
使
用
の
お
願
い
◆

◆
山
小
屋
使
用
の
お
願
い
◆

　
森
林
塾
で
は
島
﨑
先
生
の
御
好

意
で
山
小
屋
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
遠
く
か
ら
お
い
で
の
方
も
あ

り
、
他
団
体
な
ど
の
先
約
が
あ
る

と
き
意
外
は
、
開
催
前
日
の
宿
泊

も
ど
う
ぞ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
我
々
で
決

め
事
を
し
た
上
で
使
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
。

こ
こ
に
は
収
集
車
は
来
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
置
い
て
い
く
と
誰
か
が
家
に
持

ち
帰
り
始
末
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

②
食
材
を
残
さ
な
い
。
簡
単
な
自

炊
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
余
っ

た
豆
腐
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
半
分
と
か

冷
蔵
庫
に
残
さ
れ
て
も
困
り
ま

す
。
た
だ
し
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
、

缶
詰
な
ど
は
例
外
で
す
が
誰
か
に

申
し
送
り
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
生
ゴ
ミ
は
コ
ン
ポ
ス
ト
に
。

③
台
所
用
品
や
食
器
は
き
れ
い
に

洗
っ
て
も
と
の
場
所
に
。
風
呂
や

部
屋
も
使
用
後
掃
除
。

④
宿
泊
し
た
場
合
、
燃
料
代
や

シ
ー
ツ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
の
足

し
に
と
い
う
気
持
ち
と
し
て
一
泊

千
円
で
、
と
仲
間
う
ち
で
決
め
ま

し
た
。
神
棚
の
宿
泊
名
簿
に
お
名

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
来
た
時
よ
り
も
美
し
く
」
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
現
在

の
住
人
の
イ
ン
ト
ラ
椎
原
か
早
川

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

月
二
十
日
で
退
職
し
ま
す
。
自

分
は
、
わ
ず
か
な
農
地
が
あ
り

ま
す
の
で
、
野
菜
・
米
を
自
給
し

な
が
ら
森
林
整
備
の
仕
事
へ
転

職
す
る
計
画
で
す
。

　
転
職
の
動
機
は
、
色
々
な
思

い
や
、
状
況
が
重
な
り
決
断
し

ま
し
た
。
森
林
整
備
を
選
択
し

た
理
由
は
、
住
ん
で
い
る
地
区

で
、
地
域
総
出
の
山
の
整
備
を
、

年
二
回
ほ
ど
何
年
か
続
け
る
中

で
、
体
は
キ
ツ
イ
の
で
す
が
何

と
も
い
え
な
い
充
実
感
や
爽
快

感
を
感
じ
た
事
で
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
仕
事
は
、
金

属
相
手
の
仕
事
で
し
た
。
金
属

は
金
属
で
素
晴
ら
し
い
特
性
や

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

「
木
」
と
言
う
材
質
に
も
興
味
が

あ
り
、
詳
し
く
は
勉
強
し
て
は

な
い
の
で
す
が
、
法
隆
寺
の
ヒ

ノ
キ
は
建
立
以
来
千
三
百
年

た
っ
て
い
る
の
に
削
る
と
ヒ
ノ

キ
の
匂
い
が
す
る
そ
う
で
す
。

「
木
」
の
材
と
し
て
の
寿
命
は
樹

齢
と
同
じ
年
数
は
持
つ
と
言
う

話
も
聞
き
ま
し
た
。「
木
」
は
材
自

体
が
暖
か
く
、
特
性
的
に
も
素
晴

ら
し
い
材
料
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
「
木
」
と
関
わ
る
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
、
自
分
の
年
齢
・
性

格
・
体
力
や
前
段
の
山
仕
事
の
充

実
感
な
ど
と
、
島
﨑
先
生
の
「
山

造
り
承
り
ま
す
」
な
ど
か
ら
日
本

の
森
林
の
状
況
を
知
る
中
で
人
生

の
後
半
を
、
利
益
や
効
率
化
の
追

求
だ
け
で
な
く
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
、
環
境
や
、
将
来
の
人
の
為
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
た
し
だ

い
で
す
。

　
前
段
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
簡
単
な
自
己
紹
介
で
す
。

　
氏
名
・
年
齢
・
仕
事
は
、
前
記

参
照

趣
味
：
下
手
な
木
工
や
薪
割
り

等
々
木
に
関
わ
る
事
・
そ
の
他

色
々
な
事
を
少
々
・
タ
バ
コ
：
未

経
験
・
酒
：
種
類
の
嗜
好
特
に

無
、
量
的
に
は
、
二
十
歳
前
後
の

ビ
ー
ル
コ
ッ
プ
一
杯
か
ら
現
在
成

長
過
程
で
、
最
近
は
頭
打
ち
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
現

在
ビ
ー
ル
な
ら
ば
大
瓶

二
本
位
か
？
？

家
族
構
成
：
配
偶
者
無

し
・
娘
２
名
（
成
人
済

み
）・
母
約
一
名
で
す
。

居
住
地
：
長
野
県
諏
訪

市
。

　
話
は
、
変
わ
り
ま
す

が
、
私
の
住
ん
で
い
る

諏
訪
に
は
、「
御
柱
祭
」

が
虎
年
と
猿
年
に
行
わ

れ
ま
す
。
私
は
、
住
ん
で
い
る
地

区
の
関
係
で
諏
訪
大
社
の
上
社
の

「
御
柱
」
に
参
加
し
ま
す
。
八
ヶ
岳

の
山
麓
か
ら
、
大
き
な
柱
で
は
胸

高
直
径
で
一
メ
ー
ト
ル
弱
の
も
み

の
木
を
、
御
神
木
と
し
て
人
力
の

み
で
、
四
月
と
五
月
の
二
回
に
わ

け
諏
訪
大
社
ま
で
引
き
付
け
、
社

の
四
隅
に
立
て
ま
す
。

　
上
社
の
場
合
は
、
そ
の
年
の
二

月
に
雪
の
中
で
伐
採
が
行
わ
れ
ま

す
。
ご
神
木
で
す
の
で
人
力
の
斧

と
鋸
で
伐
倒
し
ま
す
。
伐
倒
時
の

迫
力
は
、
中
々
の
も
の
で
す
。

そ
の
年
は
、
春
に
は
、
諏
訪
大
社

の
御
柱
で
、
秋
に
は
、
各
地
区
の

神
社
の
御
柱
が
あ
り
、
一
年
を
通

し
て
御
柱
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
次
回
の
御
柱
は
、
再
来
年
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
早
い
地
区
で
は
、

そ
ろ
そ
ろ
準
備
の
集
会
等
が
始
ま

る
所
も
あ
る
様
で
す
。

　「
木
」
に
関
わ
る
お
祭
り
で
す

の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

見
に
来
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
に
は
、
こ
こ
で

専
門
コ
ー
ス
三
日
間
と
通
年
コ
ー

ス
二
日
間
の
五
日
間
参
加
し
ま
し

た
が
、
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
、
ま
た
集
ま
っ
て
い
る
塾
生
の

皆
さ
ん
全
体
が
、
親
切
で
雰
囲
気

が
よ
く
非
常
に
楽
し
く
勉
強
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
が
非
常
に

楽
し
み
で
す
。一
年
間
（
以
上
）宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


